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弁
護
士

原
田
敬
吾
と
バ
ビ
ロ
ン
尚
子
ム
一
品
の
剖
成
立森

征

あ
る
。 慶

底
義
塾
が
法
律
学
を
修
得
し
た
人
材
を
世
に
送
り
出
す
の
は
、
大
学
部
に
法
律
科
が
開
設
さ
れ
た
明
治
二
三
年
以
降
の
こ
と
で

し
か
し
そ
れ
以
前
の
義
塾
卒
業
生
の
な
か
に
は
、
周
知
の
如
く
、
法
曹
界
ま
た
は
法
学
界
で
活
躍
し
た
者
も
少
な
く
な
い
。

本
稿
で
紹
介
す
る
原
田
敬
吾
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
彼
は
弁
護
士
と
し
て
法
曹
界
で
実
務
活
動
を
す
る
か
た
わ
ら
で
、
民

聞
の
古
代
法
史
学
者
と
し
て
法
学
界
で
学
問
活
動
に
情
熱
を
傾
け
た
人
で
あ
る
。
と
り
わ
け
彼
は
、
有
志
を
募
っ
て
、

わ
が
国
に
お

い
て
初
め
て
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
を
目
的
と
す
る
「
パ
ピ
ロ
ン
学
会
」
を
創
設
し
、
日
本
に
お
け
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
研
究
の

（

2
）
 

基
礎
を
築
き
上
げ
た
人
と
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
塾
員
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
塾
史
上
、
こ
れ
ま
で
不
当
に
も
埋
も

れ
て
知
ら
れ
ず
に
き
た
原
田
敬
吾
の
事
跡
を
掘
り
起
に
い
）
、
慶
臆
義
塾
に
お
け
る
法
史
研
究
の
伝
統
の
源
泉
に
、
い
く
ら
か
で
も
迫

っ
て
み
た
い
と
思
う
。
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（1
）
慶
陸
義
塾
に
お
け
る
法
学
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、
『
慶
臆
義
塾
百
年
史
』
別
巻
（
大
学
編
）
の
手
塚
豊
・
向
井
健
「
法
律
学
科
」
、
四

O
三
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
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（2
）
原
田
と
「
バ
ピ
ロ
ン
学
会
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
三
笠
宮
崇
仁
「
日
本
に
お
け
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
の
発
達
に
つ
い
て
」
（
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
九
巻

二
ー
三
号
、
一
九
六
六
年
三
七
｜
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
同
「
こ
こ
に
歴
史
は
じ
ま
る
」
（
『
大
世
界
史
』

I
、
文
芸
春
秋
、
昭
和
四
二
年
）
、
三
四
八
｜
九
ペ
ー
ジ
、
小
林

俊
三
『
私
の
会
っ
た
明
治
の
名
法
曹
物
語
』
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
八
年
）
、
二
七
八

l
二
八
三
ペ
ー
ジ
参
照
．

（3
）
原
田
に
つ
い
て
は
、
富
田
正
文
監
修
・
丸
山
信
編
著
『
福
津
諭
吉
と
そ
の
門
下
書
誌
』
（
慶
腰
通
信
、
昭
和
四
五
年
）
、
一
六

0
ペ
ー
ジ
に
、
そ
の
簡
単
な
略
歴

と
著
作
一
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
私
も
以
前
、
「
無
形
の
遺
産
」
と
題
し
て
簡
単
な
記
事
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
（
『
慶
臆
義
塾
大
学
報
』
一

四
巻
五
号
、
昭
和
五
四
年
八
月
、
八
ペ
ー
ジ
）
。
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原
田
敬
吾
は
、
慶
応
三
年
一
二
月
二
五
目
、
父
種
徳
（
嘉
永
一
五
年
一
二
月
生
｜
明
治
四
四
年
九
月
一
二
日
没
）
、
母
ヨ
ジ
（
嘉
永
三
年
七
月

生
l
昭
和
一

O
年
九
月
五
日
没
）
の
長
男
と
し
て
、
秋
田
県
秋
田
市
に
生
ま
れ
た
。
父
種
徳
は
旧
佐
竹
藩
士
で
、
大
審
院
判
事
と
し
て

活
躍
し
た
人
で
あ
る
。
彼
は
、
大
津
事
件
が
落
着
し
て
か
ら
約
一
年
後
、
大
審
院
長
児
島
惟
謙
ら
七
大
審
院
判
事
が
、
待
合
等
で
花

札
賭
博
を
し
た
と
し
て
、
判
事
懲
戒
法
に
よ
り
懲
戒
裁
判
に
付
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
司
法
官
弄
花
事
件
の
懲
戒
裁
判
所
の
裁
判
長
と

し
て
裁
判
に
携
わ
り
、
明
治
二
五
年
七
月
一
二
目
、
児
島
ら
七
大
審
院
判
事
に
、
証
拠
な
し
と
し
て
免
訴
を
言
渡
し
た
人
と
し
て
、

明
治
司
法
史
上
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
敬
五
口
を
頭
に
、
信
三
、
恭
助
の
三
人
の
息
子
と
二
人
の
娘
を
も
う
け
た
。
長

女
は
、
後
の
大
審
院
長
和
仁
貞
吉
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。

原
田
は
、
早
く
か
ら
俊
才
と
し
て
き
こ
え
て
い
た
ら
し
い
。
明
治
一
四
年
一
一
月
、
彼
は
、
学
問
へ
の
志
を
立
て
て
上
京
し
、
同

年
一
一
月
二
二
日
、
慶
臆
義
塾
に
入
学
し
た
。
同
年
に
は
、
後
に
原
田
の
学
問
活
動
の
バ
ト
ロ
ン
と
な
る
鐘
紡
の
創
立
者
武
藤
山
治

も
入
塾
し
て
い
る
。
『
入
社
帳
』
に
は
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
人
姓
名

原
田
敬
吾



府
県
住
所
身
分

入
社
ノ
年
月

証
人
ノ
住
所
姓
名

秋
田
県
羽
後
国
南
秋
田
郡
中
谷
北
町
士
族

明
治
十
四
年
十
一
月
十
三
日

芝
愛
宕
町
三
丁
目
二
番
地
寄
留

大
分
県
平
民
高
谷
恒
太
郎

彼
は
在
塾
中
、
英
学
を
学
び
、
明
治
一
八
年
四
月
、
本
科
を
卒
業
し
た
。

原
田
は
、
在
学
中
の
明
治
二
ハ
年
一
月
ご
二
日
、
同
年
度
の
三
田
演
説
会
の
発
会
に
先
立
ち
、
義
塾
か
ら
試
文
褒
賞
を
授
与
さ
れ

た
。
周
知
の
よ
う
に
、
福
津
は
、
衆
人
に
た
い
す
る
意
志
伝
達
の
手
段
と
し
て
、
弁
論
に
よ
る
も
の
と
文
章
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ

一
方
で
三
田
演
説
会
を
開
催
し
、
他
方
で
試
文
褒
賞
を
行
な
っ

て
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
義
塾
は
、
年
に
一
度
、
塾
生
に
文
題
を
出
し
、
応
募
作
品
に
た
い
し
て
褒
賞
し
て
い
た
。
明
治

の
方
法
を
と
も
に
重
視
し
、
弁
論
と
文
章
の
練
磨
を
奨
励
す
ベ
く

原田敬吾とバピロン学会の設立

賞
と
し
て

.；＇－.、

イ
ン

氏
ク

リ

チ

ス
ム

ノレ

部は

を養
授 子
与の
さ得
れ（失
た三」
。と

し、

う
も
の
で

原
田
tま

れ

応
募
し

み
ご
と
入
賞
し
、
褒

一
五
年
度
に
お
け
る
「
中
年
生
試
文
文
題
」

『
三
田
演
説
日
記
』
第
三
号
（
表
紙
に
は
『
三
田
演
説
会
誌
』
第
三
号
と
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、
原
因
は
、
卒
業
直
後
、
三
田
演
説
会
に
関

係
し
、
明
治
一
八
年
六
月
二
七
日
の
第
二
三
七
回
大
会
で
、
「
宗
教
論
」
と
題
し
て
演
説
を
行
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
年
二
一

月
一
二
日
の
第
二
四
五
回
の
そ
れ
ま
で
、

四
回
に
わ
た
っ
て
演
説
を
行
な
っ
て
い
る
。
原
田
の
演
説
の
な
か
で
、
彼
の
後
の
古
代
オ

リ
エ
ン
ト
研
究
と
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、

上
記
「
宗
教
諭
」
と
と
も
に
、

七
月
一
一
日
の
二
三
八
回
三
回
演
説
会
で
行
な
っ
た

「
歴
史
学
」
と
題
す
る
演
説
で
あ
ろ
う
。
演
説
の
内
容
は
知
り
え
な
い
が
、
原
田
は
早
く
も
、
こ
の
時
期
に
、
歴
史
学
に
た
い
し
て

弁護士

興
味
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
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原
田
は
ま
た
、
父
の
影
響
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
卒
業
後
す
ぐ
に
法
律
家
を
め
ざ
し
、
代
言
人
試
験
に
挑
戦
し
た
ら
し
い
。
原
因
の
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門
下
生
で
あ
る
内
藤
智
秀
氏
（
元
聖
心
女
子
大
学
教
授
）
に
よ
れ
ば
、
原
田
は
す
で
に
一
九
歳
の
と
き
に
、
代
言
人
試
験
に
合
格
し
て
い
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た
が
、
年
齢
が
一
歳
足
り
ず
、
代
言
人
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
原
田
は
、
卒
業
後

た
だ
ち
に
代
言
入
試
験
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

卒
業
の
翌
年
、
明
治
一
九
年
に
原
田
は
、
法
律
学
を
修
得
す
べ
く
、

ア
メ
リ
カ
留
学
に
旅
立
っ
た
。
父
種
徳
は
わ
が
子
の
渡
米
を

前
に
し
て
、
敬
吾
に
、
海
外
留
学
に
あ
た
っ
て
の
訓
戒
の
一
文
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

（叩）

送
敬
吾
文

大
日
本
国
、
自
覚
汽
船
之
利
、
見
大
洋
如
地
、
見
万
邦
如
禅
、
負
笈
航
千
里
之
外
、
以
学
其
文
明
者
、
逐
年
而
益
加
失
、
然
千
里
航
海
之

費
、
未
必
譲
於
千
里
陸
行
之
用
、
況
外
邦
之
物
価
倍
夜
口
乎
、
其
費
用
実
要
数
千
金
、
是
故
学
外
邦
者
、
非
受
官
府
之
資
者
、
則
生
万
金

之
家
者
、
市
為
常
人
所
不
可
企
詩
、
今
汝
非
受
官
府
之
資
、
又
非
生
万
金
之
家
、
僅
携
数
百
金
、
以
学
業
於
米
国
、
世
之
怪
汝
、
具
有
故

也
、
余
有
為
汝
父
、
安
得
不
怪
之
、
市
仕
汝
不
怪
者
、
又
良
有
故
也
、
口
学
業
之
成
否
、
在
志
気
、
志
気
確
則
百
折
不
巳
、
志
気
不
確
則

一
鉄
且
倦
、
然
而
顛
苦
確
志
気
之
源
、
貧
薄
嘗
難
苦
之
地
、
白
古
英
傑
多
出
於
貧
家
者
、
蓋
其
由
之
也
、
今
汝
数
百
金
、
以
倣
万
金
之
人
、

其
貧
薄
可
知
也
、
其
難
苦
可
期
也
、
夫
期
服
部
苦
、
故
志
気
確
、
汝
之
学
業
於
米
国
、
無
乃
勝
万
金
之
人
乎
、
古
人
目
見
子
不
如
父
、
余
願

不
誤
汝
、

明
治
十
九
年
五
月
十
五
日
、
原
田
種
徳

（日）

原
田
は
、
渡
米
後
、
初
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ

l
キ
プ
レ

l
で
英
文
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
彼
は
、
福
淳
の
長
子
一
太
郎
が
明

治
一
七
年
に
入
学
し
た
り
し
て
、
当
時
義
塾
と
の
因
縁
が
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
コ
l
ネ
ル
大
学
に
入
学
し
、
法
律
学
を
専
攻
し

た
。
原
田
の
コ
l
ネ
ル
大
学
入
学
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
『
時
事
新
報
』
明
治
二

O
年
一
一
月
五
日
付
雑
報
欄
に
、
次
の
よ
う
な
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

。
原
田
敬
玉
口
氏

同
氏
は
初
学
の
頃
よ
り
三
田
慶
臆
義
塾
に
在
り
て
勉
強
の
功
を
積
み
一
昨
十
八
年
の
七
月
卒
業
の
後
は
海
外
遊
学
の
志



を
立
て
米
国
に
向
て
出
立
せ
し
は
昨
十
九
年
四
五
月
の
交
な
り
し
が
今
度
同
国
イ
サ
カ
府
な
る
コ

I
ネ
ル
法
律
大
学
に
入
り
た
る
白
に
て

社
友
の
許
へ
寄
せ
し
手
紙
の
端
に
日
く
小
生
事
は
久
々
桑
港
に
在
り
し
が
此
た
び
法
律
学
を
修
む
る
こ
と
と
な
し
然
る
べ
き
学
校
を
と
種

々
問
合
せ
た
る
上
イ
サ
カ
府
の
コ

l
ネ
ル
法
律
大
学
こ
そ
は
当
国
倭
指
の
一
に
て
法
学
を
攻
む
る
に
は
店
克
の
所
な
る
趣
き
承
り
候
に
付

き
早
速
イ
サ
カ
へ
罷
越
し
入
学
試
験
の
準
備
に
取
掛
り
候
中
ド
ク
ト
ル
ヨ
ン
ハ
ン
ス
の
勧
め
に
任
せ
同
校
の
書
記
ま
で
小
生
修
業
の
履
歴

書
を
差
出
せ
し
に
小
生
丈
け
は
無
試
験
に
て
入
学
す
る
を
得
べ
し
と
の
挨
拶
あ
り
誠
に
意
外
の
幸
ひ
を
受
け
申
候
是
れ
全
く
我
福
津
先
生

の
名
と
共
に
義
塾
の
評
判
が
遠
く
三
千
里
外
の
当
地
に
ま
で
知
れ
渡
り
た
る
故
か
と
存
ぜ
ら
れ
候
問
喜
び
の
余
り
其
コ

l
ネ
ル
法
律
大
学

へ
差
出
せ
し
書
面
を
左
に
付
戴
仕
り
候

私
は
日
本
東
京
に
て
慶
慮
義
塾
と
称
せ
る
福
津
先
生
の
学
校
に
在
り
て
高
等
の
教
科
を
修
む
る
こ
と
凡
そ
四
年
に
し
て
卒
業
証
書
を
得

た
る
者
に
付
き
格
段
試
験
な
く
と
も
コ

l
ネ
ル
法
律
大
学
に
入
る
べ
き
資
格
は
十
分
之
れ
有
る
儀
と
自
信
仕
り
候
問
な
ほ
別
紙
教
科
の

書
籍
を
も
参
考
の
た
め
一
覧
可
被
下
候
云
々

慶
慮
義
塾
の
学
問
的
名
戸
が
当
時
す
で
に
遠
く
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
原
因
は
無
試
験
で
コ

l
ネ

原田敬吾とバピロン学会の設立

ル
法
科
大
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
在
学
す
る
こ
と
三
年
、
明
治
二
二
年
、
彼
は
優
秀
な
成
績
で
同
校
を
卒
業
し
た
。

『
現
今
日
本
名
家
列
伝
』
に
よ
れ
ば
、

〔
君
は
〕
コ

I
ネ
ル
大
学
に
入
り
て
深
く
法
律
学
を
専
攻
す
、
在
学
三
年
に
し
て
遂
に
法
律
学
士
の
称
号
を
受
く
、
当
時
君
が
卒
業
論
文

と
し
て
提
出
し
た
る
日
本
条
約
論
た
る
や
議
論
正
確
、
着
想
卓
絶
、
米
国
の
学
界
に
非
常
の
好
評
を
博
し
、
コ

l
ネ
ル
大
学
は
最
も
貴
重

な
る
名
誉
賞
を
与
ふ
る
に
至
れ
り

と
あ
る
。

（日）

ロ
I
t
」

の
学
位
を
得
て
帰
国
し
た
。
翌
明

明
治
二
二
年
の
晩
秋
、
原
田
は
コ

l
ネ
ル
大
学
の
法
学
士
「
パ
ッ
チ
ェ
ロ
ル
、
オ
プ
、

治
二
三
年
、
彼
は
代
言
人
試
験
に
合
格
し
、
代
言
人
資
格
を
得
、
二
四
年
に
は
京
橋
区
左
衛
門
町
に
原
田
代
言
人
事
務
所
を
お
き
、

開
業
し
（
問
。
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
五
月
一
日
の
「
弁
護
土
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
彼
は
弁
護
士
と
な
り
、
東
京
弁
護
士
会
に
所
属

弁護士
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す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
弁
護
士
会
は
、
同
年
五
月
八
日
に
創
立
さ
れ
た
が
、

翌
六
月
四
日
の
役
員
選
挙
会
で
、
会
長
以
下
役
員
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人
事
を
め
ぐ
っ
て
選
挙
派
と
抽
議
派
と
の
間
で
対
立
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
と
き
原
田
は
い
ず
れ
の
派
に
も
属
す
る
こ
と
な
く
、
無
所

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
さ
ら
に
、
日

属
会
員
と
し
て
行
動
し
た
が
、
役
員
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
一
五
名
か
ら
な
る
「
選
挙
掛
」

本
弁
護
士
協
会
が
明
治
三

O
年
二
月
一
五
日
に
創
立
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
、
五

O
名
か
ら
な
る
評
議
員
の
一
員
に

（凶）

選
出
さ
れ
た
。
弁
護
士
と
し
て
の
原
田
は
民
事
を
得
意
と
し
、
と
く
に
「
は
じ
め
の
頃
は
ず
い
分
国
際
的
な
特
許
関
係
の
仕
事
だ
け

で
も
沢
山
あ
っ
て
莫
大
な
収
入
が
あ
っ
た
」
ら
し
い
。
明
治
四
四
年
前
後
に
は
、
明
治
石
油
株
式
会
社
監
査
役
も
つ
と
め
て
い
る
。

明
治
二
三
年
か
ら
二
四
年
ま
で
は
、
原
田
は
、
弁
護
士
業
の
か
た
わ
ら
、
慶
慮
義
塾
の
普
通
部
で
、
そ
し
て
明
治
二
四
年
に
は
同
年

五
月
開
設
の
同
商
業
学
校
（
商
業
夜
学
校
と
も
呼
ば
れ
た
）
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

原
田
は
、
明
治
二
二
年
一
二
月
一
二
日
の
第
二
九
二
回
三
田
演
説
会
で
、
「
桑
潜
在
留
日
本
人
問
題
」
と
題
し
て
演
説
し
、
留
学

の
た
め
中
断
し
て
い
た
演
説
活
動
を
再
開
し
た
。

さ
ら
に
明
治
二
三
年
一

O
月
の
三
田
演
説
会
の
改
組
と
と
も
に
、
毎
月
一
回
な
い

し
二
回
演
説
を
行
な
う
「
正
員
」
と
な
り
、

（

M
）
 

田
演
説
会
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。

し
ば
し
ば
演
壇
に
立
っ
た
が
、
同
二
五
年
三
月
二
二
日
の
第
二
二
四
回
を
最
後
に
、
三

（1
）
原
田
敬
吾
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
日
本
力
行
会
出
版
部
編
纂
『
現
今
日
本
名
家
列
伝
』
（
明
治
三
六
年
）
「
は
」
八
八
ペ
ー
ジ
、
『
人
事
興
信
録
』
（
人
事
興
信
所
、

明
治
四
四
年
、
第
三
版
）
「
は
」
五
一
ペ
ー
ジ
、
『
現
代
人
名
辞
典
』
（
中
央
通
信
社
、
明
治
四
五
年
）
「
ハ
」
四
三

l
四
ペ
ー
ジ
、
最
近
の
も
の
で
は
、
会
田
倉
吉

「
慶
膳
義
塾
と
コ
l
ネ
ル
大
学
」
（
『
史
学
』
、
第
二
九
巻
一
号
、
一
九
五
六
年
五
月
）
、
一

O
i
一
コ
一
ペ
ー
ジ
、
富
田
・
丸
山
前
掲
書
、
二
ハ

0
ペ
ー
ジ
参
照

（2
）
原
田
種
徳
に
つ
い
て
は
、
大
柏
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』
（
東
京
美
術
）
、
二
ゴ
一
九
ペ
ー
ジ
参
照

（3
）
弄
花
事
件
に
つ
い
て
は
、
楠
精
一
郎
「
明
治
二
十
五
年
・
司
法
官
弄
花
事
件
」
（
手
塚
豊
編
著
『
近
代
日
本
の
新
研
究
w
n
h
北
樹
出
版
、
昭
和
六
二
年
）
参
照
。

（4
）
武
藤
も
原
田
と
同
年
の
慶
応
三
年
三
月
一
日
生
ま
れ
で
、
明
、
治
一
四
年
に
入
塾
し
、
同
一
七
年
に
卒
業
し
た
後
、
同
一
八
年
に
渡
米
し
て
同
ニ

O
年
に
帰
朝
し

て
お
り
、
原
田
と
同
じ
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
た
。

（5
）
慶
臆
義
塾
所
蔵
『
入
社
帳
』
一
一
ニ
の
一
七
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（6
）
前
掲
「
現
今
日
本
名
家
列
伝
」
「
は
」
八
八
ペ
ー
ジ

（7
）
慶
臆
義
塾
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
カ
l
ド
「
原
田
敬
五
日
」

（8
）
『
慶
臆
義
塾
百
年
史
中
巻
（
前
）
』
（
慶
臨
義
塾
、
昭
和
三
五
年
）
、

（9
）
『
三
田
演
説
日
記
』
（
全
四
冊
）
第
三
号

（
叩
）
こ
の
「
送
敬
吾
文
」
は
、
種
徳
自
身
が
「
静
岡
地
方
裁
判
所
」
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
て
あ
る
事
務
用
縦
罫
紙
に
毛
筆
で
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
原
田
泰
三
氏
の

ご
好
意
に
よ
り
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

（
日
）
前
掲
「
現
今
日
本
名
家
列
伝
」
「
は
」
八
八
ペ
ー
ジ

（
臼
）
会
田
前
掲
書

（
臼
）
こ
の
記
事
は
、
会
田
前
掲
書
が
初
出
で
あ
る
。

（
日
）
前
掲
「
現
今
日
本
名
家
列
伝
」
「
は
」
八
八
ペ
ー
ジ

（
日
）
『
明
治
二
三
年
度
付
二
四
年
度
前
半
期
慶
腹
義
塾
学
事
及
会
計
報
告
』
（
慶
慮
義
塾
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
、
一
六
ペ
ー
ジ
に
は
、
原
田
の
肩
書
は
、
「
パ

ッ
チ
ェ
ロ
ル
、
オ
プ
、
ロ
i
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
掲
「
現
今
日
本
名
家
列
伝
」
「
は
」
八
八
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
米
国
法
律
博
士
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
日
）
『
東
京
弁
護
士
会
史
』
（
昭
和
一

O
年
、
東
京
弁
護
士
会
事
務
所
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
東
京
弁
護
士
会
歴
代
会
員
一
覧
」
に
は
、
「
原
田
敬
吾
」
の
名
は
、

「
明
治
二
三
年
免
許
」
の
な
か
の
「
試
験
免
許
」
者
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
（
七
七
七
｜
九
ペ
ー
ジ
）

（
口
）
宮
田
・
丸
山
前
掲
書
、
二
ハ

0
ペ
ー
ジ

（
国
）
前
掲
「
東
京
弁
護
士
会
史
」
、
一
一
四
｜
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
同
書
六
六
一
ペ
ー
ジ
お
よ
び
六
六
五
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
原
因
は
、
東
京
弁
護
士
会
図
書
館
に
、

大
正
三
年
に
は
「
洋
書
八
種
ヘ
同
四
年
に
は
「
徳
川
御
成
敗
式
目
古
写
本
ご
を
寄
贈
し
て
い
る
。

（
四
）
同
書
一
一
六
｜
九
ペ
ー
ジ
参
照

（
却
）
前
掲
「
人
事
興
信
録
」
「
は
」
五
一
ペ
ー
ジ

（
幻
）
小
林
前
掲
書
、
二
八

0
ペ
ー
ジ

（
辺
）
前
掲
「
人
事
興
信
録
」
「
は
」
五
一
ペ
ー
ジ

（
幻
）
前
掲
『
明
治
二
三
年
度
付
二
四
年
度
前
半
期
慶
慮
義
塾
学
事
及
会
計
報
告
』
、
二
ハ
ベ

1
ジ
に
は
、
「
普
通
部
教
員
姓
名
自
明
治
二
三
年
一
月
至
二
四
年
七
月
」

の
な
か
に
、
「
パ
ッ
チ
ェ
ロ
ル
、
オ
プ
、
ロ
l
原
田
敬
吾
」
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
同
書
二
四
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
商
業
夜
学
校
職
員
姓
名
」
の
な
か
に
、
同
校
開
設

当
初
の
教
員
と
し
て
原
田
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
両
校
に
お
い
て
い
か
な
る
科
目
を
担
当
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
内
藤
智
秀
氏
に
よ
れ
ば
、
英

語
で
あ
っ
た
と
い
う
。
原
田
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
両
校
の
教
員
を
、
な
に
か
の
都
合
で
ま
も
な
く
辞
職
し
た
。
『
自
明
治
二
四
年
八
月
至
明
治
二
六
年
七
月
慶
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臆
義
塾
学
事
及
会
計
報
告
』
、
二
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
普
通
部
教
員
姓
名
」
の
、
そ
し
て
同
書
四
六
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
商
業
学
校
教
員
姓
名
L

の
「
辞
任
セ
シ
者
」
の

な
か
に
原
田
の
名
が
入
っ
て
い
る
。

（
包
）
前
掲
『
三
回
演
説
日
記
』
参
照
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原
田
は
、
明
治
の
終
り
頃
か
ら
、
弁
護
士
の
仕
事
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、

し
だ
い
に
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
に
傾
倒
し
始
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
原
田
の
門
下
生
の
一
人
、
小
林
俊
三
氏
（
元
最
高
裁
判
所
判
事
）
は
、
当
時
の
原
因
を
回
恕
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ

（

l
）
 

て
い
る
。
「
原
田
氏
に
は
子
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
私
の
特
に
近
づ
い
た
頃
は
、
夕
方
三
時
か
ら
四
時
頃
に
事
務
所
に

出
勤
し
、
顧
問
先
の
人
々
や
事
件
の
依
頼
者
に
ま
と
め
て
面
会
し
、
法
廷
は
次
第
に
出
る
の
を
や
め
、
大
正
の
七
、

八
年
頃
は
全
く

法
律
上
の
相
談
に
の
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
白
か
ら
古
代
学
（
〉
円
ロ

goo
－oq）
と
名
づ
け
た
学
問
に
没
頭
し
、

ギ
リ
シ
ャ
、

ロ

目マ

エ
ジ
プ
ト
特
に
中
近
束
、

イ
ラ
ン
付
近
の
文
明
を
探
り
、
パ
ピ
ロ
ン
に
首
を
突
っ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
原
因
さ
ん
は
こ
れ
を

パ
ピ
ロ
ン
学
と
称
し
（
回
与
口
。
ロ

ozq）
、
英
仏
独
の
章
一
日
物
を
自
由
に
読
破
し
、

ま
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
文
章
も
相
当
に
こ
な
し
て

（

2
）
 

の
異
名
を
と
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。

い
た
」
。
彼
の
オ
リ
エ
ン
ト
学
へ
の
情
熱
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
ら
し
く
、
「
超
凡
脱
俗
居
土
」

ど
の
よ
う
な
興
味
か
ら
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
学
の
研
究
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
大
正

六
年
七
月
二
一
日
の
バ
ピ
ロ
ン
学
会
の
創
立
会
の
席
で
、
原
因
自
身
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

原
因
は
、

バ
ピ
ロ
ン
学
の
研
究
を
志
す
に
至
り
し
は
今
よ
り
殆
ど
七
八
年
前
の
こ
と
に
し
て
、
初
め
て
「
ハ
ム
ラ
ピ
法
典
」
を
読
み
た
る
に
始
ま
り
、

こ
れ
よ
り
パ
ピ
ロ
ン
学
の
研
讃
を
思
ひ
起
し
て
こ
れ
が
歩
を
進
め
た
り
。
併
し
斯
学
の
歩
を
進
む
る
に
つ
れ
て
、
今
日
模
形
文
字
の
解
釈

に
つ
き
で
は
、
英
国
派
と
独
逸
派
と
あ
り
て
互
に
相
呉
れ
る
解
釈
を
な
せ
り
、
而
し
て
去
に
根
形
文
字
を
解
釈
す
る
に
都
合
よ
き
も
の
は
、

こ
れ
等
英
独
人
に
あ
ら
ず
し
て
、
却
て
極
東
に
於
け
る
我
が
国
人
な
る
こ
と
を
知
る
に
至
れ
り
。
：
：
：
又
バ
ビ
ロ
ン
学
を
研
究
せ
し
結
呆



と
し
て
、
日
本
と
バ
ピ
ロ
ン
と
の
関
係
の
大
な
る
も
の
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
に
至
れ
り
。
即
ち
人
間
の
容
貌
の
点
に
於
て
は
、
目
と
鼻

と
は
両
者
よ
く
相
類
似
し
、
又
日
本
の
神
話
、
言
語
、
地
名
、
人
名
、
風
俗
、
数
字
等
の
中
に
バ
ピ
ロ
ン
系
の
要
素
の
多
き
こ
と
は
争
ふ

べ
か
ら
，
さ
る
こ
と
に
し
て
：
：
：
。
」

原
田
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
学
研
究
の
き
っ
か
け
は
、

一
九

O
一
年
に
発
見
さ
れ
た
世
界
最
古
の
法
典
と
い
わ
れ
る
ハ
ム
ラ
ピ
法
典

と
の
出
会
い
に
始
ま
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
原
田
は
明
治
一
八
年
の
義
塾
卒
業
の
年
に
す
で
に
、

三
回
演
説
会
に
お
い
て
「
歴
史

学
」
と
題
し
て
演
説
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
も
と
も
と
歴
史
に
は
興
味
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、

内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
法
律
家
で
あ
っ
た
原
田
は
、
法
律
の
歴
史
を
知
ら
ず
し
て
、
法
律
を
知
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

た
と
い
う
。
原
田
に
と
っ
て
、
法
学
研
究
は
法
の
歴
史
的
研
究
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
田
に
と
っ
て
、

ハム一フ。ヒ

法
典
の
発
見
は
、
当
然
、
そ
の
知
的
興
味
を
呼
び
起
こ
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
伎
は
、

ハ
ム
ラ
ピ
法
典
を
深
く
研
究
す
る
た
め
に

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
全
般
の
研
究
に
手
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
彼
は
、
バ
ビ
ロ
ン
民
族
と
日
本
民
族
と
の
問
に
、
容
貌
、
神

原田敬吾とパピロン学会の設立

話
、
宗
教
、
伝
説
、
風
俗
、
習
慣
、

工
芸
、
一
一
一
口
語
そ
の
他
の
点
で
類
似
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
ま
り

の
類
似
性
の
ゆ
え
に
、
原
田
は
、
両
民
族
の
祖
先
は
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
遠
い
北
口
に
パ
ピ
ロ
ン
民

放
の
一
部
が
日
本
に
移
住
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
推
測
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
バ
ビ
ロ
ン
学
の
研
究

に
も
っ
と
も
相
応
し
い
民
族
は
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
原
回
の
確
信
は
、
法
律
家
で
あ
る
彼
に
、
パ

ピ
ロ
ン
法
と
日
本
民
族
固
有
法
と
の
比
較
研
究
に
向
か
わ
せ
た
。

し
か
し
、
彼
に
お
い
て
は
、

そ
の
両
法
の
比
較
は
、
両
法
の
相
違

で
は
な
く
、
類
似
、

さ
ら
に
い
え
ば
、
同
一
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
彼
に
と
っ

弁護士

て
、
パ
ピ
ロ
ン
法
、

わ
け
で
も
ハ
ム
ラ
ピ
法
典
の
研
究
は
、

日
本
民
放
の
回
有
法
の
研
究
と
重
な
り
合
っ
た
、
否
、

ハ
ム
ラ
ピ
法
典

169 

日
本
民
族
の
固
有
法
を
研
究
す
る
こ
と
と
同
一
で
あ
っ
た
。

を
研
究
す
る
こ
と
は
、

し
か
し
そ
れ
に
止
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、

ノ、

ム
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ラ
ピ
法
典
の
研
究
に
、

そ
れ
を
究
極
的
に
は
日
本
の
実
定
法
の
解
釈
、
将
来
の
立
法
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
実
践
的
な
目
的
を
与
え

170 

て
い
た
。
原
田
に
と
っ
て
法
史
研
究
は
、

ま
さ
に
法
学
研
究
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

4
）
 

に
お
い
て
、

原
因
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
論
文
「
日
本
と
バ
ピ
ロ
ン
」

日
本
民
族
同
有
法
と
バ
ピ
ロ
ン
法
と
の
関
係
は
最
も
主
要
な
る
題
目
に
し
て
、
之
れ
が
研
究
の
究
極
の
結
果
は
多
数
判
例
の
根
底
を
覆
へ

L
．
成
文
法
の
解
釈
を
一
変
し
、
将
来
の
立
法
に
向
て
主
義
方
針
を
改
め
し
む
る
も
の
な
き
を
保
せ
ず
。
然
れ
ど
も
是
れ
予
が
専
門
の
研

究
科
目
な
り
。

と
語
っ
て
い
る
。

原
田
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
う
ち
に
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
を
目
的
と
す
る
学
会
を
設
立
し
、
組
織
的
か

つ
比
較
的
に
研
究
を
行
な
う
必
要
を
痛
感
し
た
。
大
正
五
年
一

O
月
、
彼
は
つ
い
に
意
を
決
し
て
、
パ
ピ
ロ
ン
学
会
の
設
立
の
計
画

を
発
表
し
、
「
バ
ピ
ロ
ン
学
会
設
立
趣
意
書
」
お
よ
び
「
パ
ピ
ロ
ン
学
会
定
め
書
」
千
部
を
印
刷
、
配
布
し
て
、
各
方
面
に
そ
の
賛

助
を
求
め
た
。

し
か
し
、
「
事
余
り
に
現
在
と
離
れ
た
る
を
以
て
、
或
い
は
こ
れ
を
省
み
ざ
る
も
の
も
あ
り
、
或
い
は
却
て
其
の
故

っ
た
り
で
、
そ
の
反
応
は
様
々
で
は
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
も
創
立
会
が
開
か
れ
る
ま
で
に
は
、

（

5
）
 

二
九
名
の
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
篤
学
の
士
を
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

に
こ
れ
に
加
入
す
る
も
の
も
あ
」

原
因
は
ま
た
、
バ
ピ
ロ
ン
学
会
の
設
立
と
同
時
に
、
そ
の
機
関
誌
の
発
行
を
決
定
し
た
。
原
因
は
、
尊
敬
す
る
「
バ
ピ
ロ
ン
学
研

ベ
ヒ
ス
ツ
ン
巌
壁
上
の
模
形
字
碑
文
を
墓
拓
し
て
遂
に
斯
学
研
究
の
基
礎
を
確
立
し
た
る
そ
の
七

十
周
年
の
大
正
六
年
七
月
を
以
て
、
機
関
雑
誌
『
パ
ピ
ロ
ン
』
の
第
一
号
を
発
刊
す
る
」
こ
と
と
し
た
の
で
あ
（
日
。

究
の
開
祖
ロ
l
リ
ン
ソ
ン
氏
が
、つ

い
に
原
田
は
念
願
か
な
っ
て
、
バ
ピ
ロ
ン
学
会
の
創
立
会
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
に
至
っ
た
。
創
立

会
は
、
同
日
午
後
六
時
よ
り
一
五
名
の
会
員
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
。
続
く
同
年
八
月
二

O
目
、
機
関
誌
『
バ
ピ
ロ
ン
』
第
一
号
が

大
正
六
年
七
月
二
一
目
、



発
行
さ
れ
た
。
機
関
誌
『
パ
ピ
ロ
ン
』
の
創
刊
に
つ
い
て
も
、
「
最
も
悲
観
す
べ
き
も
の
は
わ
が
微
志
の
あ
る
所
を
察
せ
ず
、
芸
の

（

8
）
 

雑
誌
か
学
問
の
雑
誌
か
な
ど
と
冷
評
せ
る
も
の
も
あ
り
」
と
原
田
自
身
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
一
般
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
、
苦
労
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
バ
ピ
ロ
ン
』
創
刊
号
に
は
、
冒
頭
に
、
原
田
の
創
刊
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

原田敬吾とバピロン学会の設立

創
刊
私
語

古
代
研
究
に
没
頭
す
る
も
の
は
、
往
々
一
種
の
狂
癖
を
以
て
迎
へ
ら
る
、
那
そ
知
ら
ん
、
彼
れ
は
最
も
善
く
現
代
を
研
究
し
、
将
来
を
思

索
す
る
も
の
た
る
を
。

現
代
は
過
去
の
反
映
な
り
、
将
来
は
復
た
現
在
の
反
映
な
る
へ
し
。
試
み
に
過
去
よ
り
現
在
に
向
け
て
人
文
推
移
の
傾
斜
線
を
画
せ
は
、

即
ち
是
れ
、
現
在
よ
り
将
来
に
向
け
て
画
す
へ
き
傾
斜
線
の
草
稿
な
ら
す
ん
は
あ
ら
す
。
斯
く
し
て
過
去
の
発
端
よ
り
将
来
の
終
点
ま
て
、

コ
一
世
を
通
し
て
合
理
的
に
固
さ
る
る
一
線
こ
そ
、
社
界
問
題
の
一
切
を
解
決
す
へ
き
管
錦
に
し
て
、
ま
た
人
世
の
帰
趣
を
直
指
す
へ
き
磁

針
な
れ
。

現
代
の
空
気
を
呼
吸
す
る
に
慣
れ
て
そ
の
呑
臭
を
覚
ら
す
、
目
前
の
事
物
に
憧
保
し
て
そ
の
本
体
を
疑
は
す
、
沙
上
に
伽
藍
を
建
立
し
て

得
々
た
る
一
派
の
学
徒
は
、
現
代
の
観
察
に
於
て
、
は
た
将
来
の
測
度
に
於
て
、
謬
見
に
陥
ら
す
ん
は
甚
た
傍
倖
の
み
。

今
、
吾
曹
は
過
去
の
発
端
と
し
て
パ
ピ
ロ
ン
を
研
究
せ
ん
と
欲
す
、
吾
曹
を
目
し
て
狂
癖
の
徒
と
な
す
も
の
に
向
っ
て
、
己
れ
自
身
の

狂
癖
よ
り
済
は
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
つ
つ
。

同
志
に
代
り
て

大
正
六
年
七
月

原
田
敬
吾
記
す

と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
「
バ
ピ
ロ
ン
学
会
」

の
設
立
に
財
政
的
な
支
援
を
与
え
た
の
は
、
後
に
鐘
ヶ
淵
紡
績
会
社
の
社
長

弁護士

と
な
っ
た
武
藤
山
治
で
あ
っ
た
。
内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
原
因
は
一
九

O
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ハ
ム
ラ
ビ
法
典

171 

の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
研
究
こ
そ
法
律
学
研
究
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
、

ま
ず
そ
の
翻
訳
か
ら
始
め
よ
う
と
決
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意
し
、
そ
の
こ
と
を
、
当
時
同
社
専
務
取
締
役
で
あ
っ
た
武
藤
に
打
ち
明
け
て
、
そ
の
た
め
の
財
政
的
な
援
助
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

172 

武
藤
は
快
諾
し
た
と
い
う
。
原
因
と
武
藤
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
慶
慮
義
塾
に
は
同
じ
年
に
入
学
し
、
卒
業
後
は
二
人
と
も
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
て
、
当
地
で
と
き
ど
き
会
っ
て
は
食
事
を
す
る
仲
で
あ
り
、
帰
国
し
て
か
ら
も
交
際
が
続
い
て
、
そ
の
関
係
で
、
原

田
は
、
当
時
、
鐘
紡
の
法
律
顧
問
を
し
て
い
た
。
武
藤
は
、

寄
付
し
続
け
た
。
寄
付
金
は
、
学
会
誌
『
バ
ピ
ロ
ン
』
の
編
集
費
、
学
会
の
会
合
費
、
図
書
購
入
費
や
研
究
員
へ
の
研
究
費
（
一
人

一
九
一
六
年
に
学
会
に
三
万
円
を
寄
付
し
、
そ
の
後
も
毎
月
数
百
円
を

あ
た
り
二

O
円
程
度
）
と
し
て
使
わ
れ
た
。
パ
ピ
ロ
ン
学
会
の
事
務
局
は
当
時
、
京
橋
区
南
鍋
町
一
丁
目
四
番
地
に
あ
っ
た
原
団
法
律

事
務
所
に
お
か
れ
、
学
会
の
蔵
書
も
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
。
原
田
は
、
「
バ
ピ
ロ
ン
学
会
世
話
人
」
と
称
し
て
学
会
を
主
宰
し
、
「
古

代
学
研
究
所
」
と
名
づ
け
る
会
合
を
作
っ
て
、
毎
水
曜
日
お
よ
び
毎
月
最
終
休
日
に
、
研
究
成
果
を
発
表
し
あ
っ
た
。
会
合
に
は
常

時
数
名
が
出
席
し
、
と
く
に
月
例
会
で
は
、
報
告
者
は
、
数
枚
か
ら
な
る
カ
ー
ボ
ン
筆
写
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
、
そ
れ
に
基
づ

（日）

い
て
発
表
し
、
報
告
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

学
会
は
、
原
田
を
中
心
に
、
松
本
重
彦
（
後
の
中
央
大
学
教
授
、
本
塾
文
学
部
国
史
講
師
）
、
小
林
俊
三
（
後
の
最
高
裁
判
所
判
事
）
、
渋

沢
昇
一
ニ
（
弁
護
士
）
、
酒
巻
芳
男
（
宮
内
書
記
官
）
、
内
藤
智
秀
（
後
の
聖
心
女
子
大
学
教
授
、
本
塾
文
学
部
博
士
号
取
得
）
、
沼
田
頼
輔
（
紋
章

学
者
）
、
三
淵
忠
彦
（
後
の
最
高
裁
判
所
長
官
、
本
塾
法
学
部
講
師
）
ら
の
若
手
を
研
究
員
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
原
田
の
学
問

へ
の
情
熱
に
う
た
れ
て
研
究
員
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
小
林
氏
は
語
っ
て
い
る
。
「
私
が
弁
護
士
と
な
っ
て
〔
原
田
先
生
の

と
こ
ろ
に
〕
挨
拶
に
行
く
と
円
事
件
を
い
く
ら
や
っ
て
も
そ
れ
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
深
く
学
聞
を
や
ら
な
く
て
は
本
当
の
弁

護
士
と
は
い
え
な
い
。
金
に
な
る
な
ら
ぬ
と
学
問
は
関
係
が
な
い
μ

と
い
っ
て
、

（ロ）

ま
し
た
」
と
。
各
研
究
員
は
、
原
因
が
パ
ビ
ロ
ン
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、

し
き
り
に
学
問
に
打
ち
こ
む
こ
と
を
す
す
め
ら
れ

エ
ジ
プ
ト
等
の
古
代
文
化
史
、
松
本
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
古
代
史
、

小
林
が
パ
ピ
ロ
ニ
ア

ロ
ー
マ
古
代
史
、
酒
巻
が
古
代
、
と
く
に
歴
史
以
前
の
文
化
史
、
内
藤
が
ト
ル
コ
古
代
史
、
沼

ギ
リ
シ
ア
、



田
が
日
本
の
紋
章
史
、
そ
し
て
三
淵
が
西
洋
家
族
制
度
史
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
研
究
領
域
を
決
め
、
報
告
し
た
。
原

田
は
自
分
自
身
で
打
っ
た
英
文
も
し
く
は
独
文
の
数
頁
も
し
く
は
一

O
数
頁
に
わ
た
る
タ
イ
プ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
、
と
き
に
は

英
語
で
報
告
し
た
と
い
う
。

学
会
は
そ
の
後
、
会
員
数
も
増
加
し
て
、
大
正
八
年
末
ま
で
に
は
七
一
名
に
も
な
り
、
機
関
誌
『
パ
ピ
ロ

γ
』
も
第
四
号
（
大
正

八
年
二
一
月
一
日
）
ま
で
発
刊
さ
れ
、
順
風
満
帆
に
み
え
た
が
、
大
正
二
一
年
、
突
然
、

不
幸
が
見
舞
っ
た
。
こ
の
年
、
関
東
地
方
を

襲
っ
た
大
震
災
に
よ
っ
て
、
大
正
八
年
に
京
橋
区
南
鍋
町
か
ら
同
区
日
吉
町
一
九
、
二

O
番
地
に
移
転
し
て
い
た
原
田
法
律
事
務
所

に
お
か
れ
て
い
た
学
会
の
蔵
書
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
原
田
の
心
中
の
思
い
、

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
落

胆
か
絶
望
か
。

し
か
し
学
問
へ
の
情
熱
は
彼
を
再
起
へ
と
立
ち
向
わ
せ
た
。
原
田
は
一
年
後
、
当
時
を
回
想
し
、
絶
望
を
の
り
越
え

再
出
発
す
べ
く
、
新
た
な
学
問
へ
の
決
意
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
詩
に
歌
い
あ
げ
た
。

原田敬吾とパピロン学会の設立

哨
々
、
か
の
老
ひ
た
る
窮
措
大
、
何
ぞ
其
れ
稚
気
の
満
々
た
る
や
。
浮
世
の
霜
に
沫
浴
す
る
と
き
、
梢
に
の
こ
る
渋
柿
さ
へ
渋
々
な
が
ら

欄
熟
す
な
る
に
、
半
百
歳
の
秋
を
閲
歴
し
て
の
ち
、
生
硬
む
か
し
に
還
り
て
青
柿
の
青
々
し
く
も
化
し
つ
る
彼
れ
か
な
。

そ
は
転
生
し
た
れ
ば
な
り
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
夜
半
、
突
忽
爾
と
し
て
転
生
し
た
れ
ば
な
り
。
そ
の
夜
ふ
け
て
十
一
時
に
垂
ん
た
る

ま
で
、
迦
具
士
の
跳
梁
に
直
面
し
つ
斗
も
神
の
殊
恩
に
信
頼
し
て
動
か
ざ
り
し
日
吉
町
の
一
廓
、
不
意
に
内
幸
町
よ
り
外
濠
を
除
え
て
来

れ
る
煉
原
の
火
に
襲
は
れ
、
学
会
の
危
難
目
鹿
の
間
に
迫
り
し
か
ば
、
選
か
に
結
束
し
て
起
ち
た
る
彼
れ
は
手
近
の
空
地
に
就
い
て
避
難

所
を
求
め
た
れ
ど
も
、
往
く
さ
き
ざ
き
に
起
る
火
災
に
追
は
れ
て
遷
転
ま
た
遷
転
最
後
に
烏
森
町
の
街
角
を
立
退
く
こ
ろ
に
は
三
面
に
猛

火
あ
り
て
纏
か
に
遁
路
を
南
方
に
余
す
の
み
。
し
か
も
追
ひ
く
る
火
の
勢
迅
速
に
し
て
跨
ら
ふ
隙
の
な
か
り
し
ま
斗
に
、
傷
ま
し
く
も
怨

め
し
き
思
ひ
し
て
図
書
の
大
部
分
を
路
傍
に
棄
て
、
貴
重
の
若
干
、
携
帯
に
堪
ゆ
る
ほ
ど
を
留
め
て
従
者
に
托
し
、
身
に
替
へ
て
救
ふ
ベ

か
り
け
る
書
類
の
四
つ
の
包
を
束
ね
て
前
後
に
振
り
分
け
、
肩
に
喰
ひ
こ
む
紐
の
痛
み
を
脚
ち
も
あ
へ
ず
、
露
月
町
の
大
通
り
を
真
一
文

字
に
、
難
を
芝
公
園
に
避
け
ん
と
し
て
馳
せ
ゆ
け
ば
、
新
た
に
宇
田
川
町
附
近
よ
り
起
り
し
火
の
急
に
拡
が
り
て
前
路
を
塞
ぐ
に
会
ひ
、
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転
じ
て
裏
通
り
な
る
新
銭
座
町
を
ひ
た
ば
し
り
に
走
る
間
に
奇
し
く
妖
し
き
風
は
火
の
魔
を
さ
そ
ひ
て
早
く
も
行
く
て
の
片
側
を
焼
き
け

り
。
濠
々
と
し
て
渦
巻
く
黒
け
む
り
は
路
上
に
渡
り
、
嫡
々
燃
え
も
止
ま
ぬ
大
小
の
火
片
は
雨
よ
霞
と
ふ
り
注
ぐ
。
住
民
の
総
て
は
疾
く

立
退
き
て
在
ら
ず
、
従
者
を
一
胤
れ
ば
一
人
と
し
て
民
か
ず
、
半
丁
ば
か
り
の
前
き
を
庇
け
た
り
し
巡
査
の
勝
て
煙
の
中
に
隠
れ
し
後
ろ
姿

こ
そ
最
後
の
人
影
な
れ
、
逃
げ
よ
々
々
々
と
御
れ
た
り
し
其
う
ら
悲
し
き
叫
び
の
消
え
ぎ
え
に
遠
ざ
か
り
し
こ
そ
最
後
の
人
聾
な
れ
。
四

辺
閑
寂
の
た
ど
中
に
燃
え
あ
が
り
燃
え
さ
が
る
火
焔
の
瑞
ぎ
、
灼
き
裂
け
灼
き
砕
か
る
斗
木
竹
の
岬
き
の
み
ぞ
物
凄
じ
う
問
ゆ
る
。
嵩
高

と
も
雄
大
と
も
局
外
に
あ
ら
ば
形
容
す
ら
ん
、
今
は
迂
廻
す
べ
き
遁
路
を
有
た
ず
し
て
、
ソ
ド
ム
、
ゴ
モ
ラ
の
末
期
を
目
前
に
示
す
大
な

る
焚
減
の
前
に
、
た
H
A

ひ
と
り
取
残
こ
さ
れ
し
小
な
る
彼
れ
の
、
夏
の
夜
の
虫
な
ら
な
く
に
、
自
ら
火
中
に
投
じ
て
突
貫
せ
ん
と
す
る
と

き
悲
壮
究
は
ま
り
な
く
、
乾
坤
を
一
部
し
て
生
死
を
決
賭
す
る
と
き
凄
惨
鴨
ふ
る
に
物
な
し
。
幾
た
び
か
煙
に
咽
び
て
願
ば
ん
と
す
る
を

堪
え
し
の
び
、
交
ら
れ
ん
と
す
る
火
焔
の
下
を
潜
り
ぬ
け
々
々
々
々
、
焦
が
さ
れ
ん
と
す
る
火
の
粉
の
雨
を
振
り
払
ひ
々
々
々
々
帽
子
は

や
く
る
と
も
、
上
衣
は
帰
る
L

ふ
と
も
、
天
佑
な
れ
ば
こ
そ
、
宜
〈
護
あ
り
け
れ
ば
こ
そ
、
二
箇
所
の
火
傷
を
負
ひ
た
る
外
に
何
事
も
な
く
し

て
死
線
を
突
破
し
た
り
け
り
。
疲
れ
は
て
し
身
の
悶
胴
映
附
と
し
て
公
園
に
辿
り
っ
き
、
立
錐
の
地
も
な
き
ま
で
に
避
難
者
を
も
て
満
ち

た
る
芝
生
の
隅
、
松
の
し
た
露
に
片
折
吹
き
て
口
癖
に
せ
る
イ
ニ
ム
、
イ
ニ
ン
マ
経
典
中
の
一
句
を
黙
請
し
つ
t
A

思
ふ
に
、
あ
は
れ
九
死

の
中
よ
り
儲
へ
ら
れ
に
し
一
生
は
何
に
せ
ん
ず
ら
ん
宿
命
ぞ
や
。
ワ
ル
レ
シ
シ
タ
イ
ン
の
故
る
事
に
比
す
る
は
烏
訴
が
ま
し
け
れ
ど
も
、

五
十
五
年
に
あ
ま
る
長
夜
の
夢
の
一
時
に
覚
め
て
慕
然
と
し
て
理
想
の
新
生
活
に
入
ら
ざ
ら
ば
、
神
の
冥
罰
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
自
己

が
生
存
の
意
義
を
奈
何
に
か
せ
ん
。
仰
き
み
れ
ば
空
天
一
片
下
弦
の
月
、
玲
瀧
彼
れ
が
心
に
通
ひ
て
悠
々
西
を
指
し
て
ぞ
傾
く
。

生
は
も
と
の
佳
、
霊
感
は
維
れ
新
た
、
現
世
の
裡
に
転
生
し
て
純
真
無
垢
の
一
生
面
を
混
沌
た
る
今
の
学
術
界
に
観
る
べ
く
闘
は
ん
と
企

図
す
る
と
き
、
知
ら
ず
、
人
は
彼
れ
を
目
し
て
ユ
ウ
ト
ピ
ス
ト
の
亜
流
と
せ
ん
か
。
然
り
、
彼
岸
遼
遠
に
し
て
白
雲
万
里
、
道
途
険
難
に

し
て
銀
山
ま
た
鉄
壁
、
少
く
と
も
是
れ
畢
生
の
業
な
り
け
り
。
弦
に
回
顧
す
れ
ば
一
袈
葛
、
彼
れ
が
齢
ひ
も
ま
た
甫
め
て
一
歳
、
稚
心
悦

惚
と
し
て
未
だ
大
に
為
す
所
あ
る
能
は
ず
と
は
い
て
請
ふ
這
の
該
児
の
誼
蓄
す
る
意
気
を
君
よ
、
班
自
に
し
て
雛
面
な
る
這
の
怪
該
児

の
清
新
に
し
て
満
腔
の
意
気
を
君
よ
。

（日）

大
災
一
周
年
の
当
日
バ
ピ
ロ
ン
学
会
の
仮
研
究
室
に
於
て
原
田
敬
吾
自
ら
題
す
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原
田
自
身
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
研
究
へ
の
学
問
的
情
熱
は
い
さ
さ
か
も
老
い
を
み
せ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
関
東
大
震
災
に
よ

っ
て
バ
ピ
ロ
ン
学
会
が
う
け
た
痛
手
は
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
。
も
は
や
学
会
の
組
織
的
活
動
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、

原
因
の
自
宅
で
か
ろ
う
じ
て
焼
け
残
っ
た
蔵
書
を
も
と
に
、
原
田
が
中
心
と
な
っ
て
有
志
の
人
々
に
よ
る
個
人
的
研
究
を
続
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
原
田
、
酒
巻
、
そ
し
て
、
現
在
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
杉
勇
氏
（
元
東
京
教
育
大
学
教
授
）
の
三
名
だ
け
の
会
合
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
会
合
も
、

原
田
の
死
に
よ
っ

て
開
か
れ
な
く
な
り
、
こ
こ
に
バ
ピ
ロ
ン
学
会
は
、
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

原田敬吾とバピロン学会の設立

（1
）
小
林
前
掲
書
、
二
八

0
ペ
ー
ジ
ω

野
村
正
男
『
法
窓
風
雲
録
（
上
）
』
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
一
年
）
、
三
七
五
ペ
ー
ジ
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
小
林
氏
の

父
謙
一
郎
氏
（
三
七
歳
で
死
亡
）
も
、
明
治
五
、
六
｜
一

O
年
に
慶
臆
義
塾
で
学
ん
だ
人
だ
と
い
う
。

（2
）
原
田
敬
五
日
間
以
・
酒
巻
芳
男
著
『
歴
史
以
前
』
（
岡
書
院
版
、
大
正
一
四
年
三
二
ペ
ー
ジ

（3
）
『
バ
ピ
ロ
ン
』
第
一
号
（
大
正
六
年
八
月
二

O
日
）
、
「
会
報
」
（
野
口
保
市
郎
記
）
、
二
｜
コ
一
ペ
ー
ジ

（4
）
原
田
「
日
本
と
バ
ピ
ロ
ン
（
上
）
」
（
『
バ
ピ
ロ
ン
』
第
一
号
、
二
五
ペ
ー
ジ
）

（5
）
前
掲
『
バ
ピ
ロ
ン
』
第
一
号
、
「
会
報
」
一
ペ
ー
ジ
。
初
め
、
会
費
は
年
五
円
と
し
た
が
、
後
、
二
円
五

O
銭
と
し
た
（
『
バ
ピ
ロ
ン
』
第
三
号
、
「
会
報
」
（
「
原

田
敬
吾
記
）
、
三
ペ
ー
ジ

（6
）
同
書
一
ペ
ー
ジ

（7
）
同
書
一
1
1
一
一
一
ペ
ー
ジ

（8
）
問
書
三
ペ
ー
ジ

（9
）
三
笠
宮
前
掲
論
文
九
ペ
ー
ジ

（
叩
）
酒
巻
前
掲
吉
、
序
、
三
ペ
ー
ジ
。
学
会
は
、
あ
る
と
き
は
パ
ピ
ロ
ン
学
会
、
あ
る
と
き
は
古
代
学
研
究
所
と
い
わ
れ
た
り
し
た
ら
し
い
が
、
酒
巻
も
「
パ
ピ
ロ

ン
学
会
と
古
代
学
研
究
所
の
関
係
は
今
以
て
自
分
に
も
判
ら
な
い
」
（
三
ペ
ー
ジ
）
と
詰
っ
て
い
る
。

（
日
）
月
例
会
の
松
椋
に
つ
い
て
は
、
三
笠
宮
前
掲
論
文
九
l
一
O
ベ
1
ジ
参
照

（
ロ
）
野
村
前
抱
書
三
七
五
ペ
ー
ジ

（
臼
）
杉
男
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
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四

176 

昭
和
一
一
年
一

O
月
二
七
日
、
原
因
は
他
界
し
た
。
『
時
事
新
報
』
同
二
九
日
付
夕
刊
は
、
彼
の
死
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い

る

原
田
敬
吾
氏

弁
護
士
原
田
敬
吾
氏
は
肝
臓
癌
を
病
み
療
養
中
の
所
、
二
十
七
日
午
前
六
時
死
亡
、
享
年
七
十
、
告
別
式
は
二
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
二

時
迄
、
芝
青
松
寺
に
於
て
執
行
、
氏
は
慶
臆
義
塾
卒
業
後
、
米
国
コ

l
ネ
ル
大
学
に
学
び
、
帰
国
後
弁
護
士
を
開
業
、
晩
年
は
西
洋
古
代

史
の
研
究
に
没
頭
し
、
特
に
バ
ピ
ロ
ン
学
の
造
詣
が
深
か
っ
た
。

ま
た
、
原
田
家
は
同
紙
に
死
亡
広
告
を
掲
載
し
た
。

原
田
敬
吾
儀
病
気
之
処
本
日
午
前
六
時
四
十
分
死
亡
致
候
に
付
此
段
謹
告
仕
候

追
て
告
別
式
は
来
る
十
月
二
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
二
時
迄
芝
区
愛
宕
町
青
松
寺
に
於
て
相
営
可
申
候

東
京
市
芝
区
白
金
三
光
町
二
七
六
番
地

喪
主
原
田
泰
三

親
戚
総
代
遠
山
称
三
郎
、
和
仁
貞
吉
、
斎
藤
良
八

友
人
総
代
川
崎
八
右
衛
門
、
原
嘉
道
、
門
下
生
一
同

原
因
は
公
私
の
け
じ
め
を
は
っ
き
り
と
つ
け
る
人
だ
っ
た
ら
し
く
、
内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
門
下
生
に
は
常
日
頃
か
ら
、
「
私
生
活

に
は
関
係
し
て
く
れ
る
な
」
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
杉
氏
も
原
田
は
「
ハ
ム
ラ
ピ
法
典
の
話
し
か
し
な
か
っ
た
」
と
話
し
て

お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
そ
し
て
原
田
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
原
田
の
周
辺
に
つ
い
て
は
ヴ
ェ

l

（

2
）
 

ル
に
包
ま
れ
た
こ
と
が
多
い
。
原
田
に
つ
い
て
は
、
小
林
氏
の
語
っ
た
も
の
が
唯
一
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
以
下
に
、
多
少
長
く
は
な



る
が
、
こ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
．

原
田
氏
の
家
は
今
の
渋
谷
の
道
玄
坂
上
左
折
大
和
田
小
学
校
の
付
近
で
あ
っ
た
。
相
当
の
広
さ
で
そ
の
一
角
に
剣
道
の
道
場
を
設
け
、
多

く
の
少
年
子
弟
を
鍛
え
て
い
た
。
：
：
：
原
田
氏
の
剣
道
は
馬
庭
念
流
と
い
う
も
の
で
、
き
わ
め
て
戦
闘
的
で
、
い
わ
ゆ
る
試
合
的
技
術
は

排
斥
し
た
。
：
：
：
ま
る
で
喧
嘩
の
よ
う
に
互
に
容
赦
し
な
い
で
打
ち
合
っ
て
い
た
。
：
：
：
原
田
先
生
は
、
ざ
ん
切
頭
の
緒
顔
で
や
や
角
ば

っ
た
、
し
か
し
ど
こ
か
慈
眼
を
た
た
え
た
教
養
の
高
い
感
じ
を
少
年
の
私
に
与
え
た
紳
士
で
あ
っ
た
。
：
：
：
原
田
氏
夫
人
は
私
が
近
づ
き

に
な
っ
て
か
ら
何
度
か
お
会
い
し
た
が
若
い
と
き
は
さ
ぞ
美
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
え
た
。
原
田
氏
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
。

．．． 

原
田
敬
吾
先
生
は
：
：
：
西
洋
的
知
識
の
方
が
厚
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
じ
つ
は
そ
う
で
は
な
く
、
和
漢
の
学
に
通
じ
て
い
る
こ
と
深
く
、

特
に
私
が
長
い
間
の
聞
き
学
問
で
は
、
江
戸
文
学
に
通
ず
る
こ
と
は
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
の
み
な
ら
ず
原
田
氏
は
、
道
楽
の

方
も
実
践
的
に
深
か
っ
た
ら
し
く
、
新
内
は
堂
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
た
。
：
：
：
し
か
し
先
生
は
そ
ん
な
け
ぶ
り
は
お
く
び
に
も

出
さ
な
か
っ
た
。

原
田
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
残
し
た
研
究
業
績
は
多
く
は
な
い
。
未
発
表
論
文
は
、
書
物
と
も
ど
も
大
半
を
関
東
大
震
災
で
焼
失

原田敬吾とパピロン学会の設立

し
て
し
ま
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
。
彼
の
著
作
を
年
代
順
に
記
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

原
田
敬
五
日
訳
『
内
地
干
渉
挨
及
惨
状
』
（
博
文
堂
、
原
因
庄
左
衛
門
発
先
、

一
、
米
ジ
ョ
ン
・
エ
リ
ヲ
ッ
ト
・
ボ
ウ
エ
ン
著
、

明
治

二
三
年
一
月
）

（
旧
上
野
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）

（
上
、
中
の
一
、
中
の
二
）
」
（
『
パ
ピ
ロ
ン
』

一
ー
ー
三
号
）

一
、
「
日
本
と
パ
ピ
ロ
ン

一
、
「
世
界
最
古
の
成
文
法
所
謂
シ
ュ
メ

l
リ
ア
家
族
法
の
原
文
及
訳
解
（
完
）
」
（
『
パ
ピ
ロ
ン
』

一
、
「
ネ
プ
カ
ド
ネ
ザ
ル
王
が
即
位
式
に
於
け
る
祈
願
の
原
文
及
び
訳
文
（
完
）
（
『
パ
ピ
ロ
ン
』
二
号
） i::t 

τ玉
、....／

弁護士

一
、
「
文
明
の
揺
監
（
前
・
後
）
」
（
『
バ
ピ
ロ
ン
』
一
一
一
I
l
－－四号）

177 

一
、
「
月
の
観
測
に
就
て
天
文
台
長
官
よ
り
王
に
上
り
た
る
報
告
書
の
原
文
及
び
訳
文
（
完
）
」
（
『
パ
ピ
ロ
ン
』
三
号
）
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一
、
「
チ
グ
ラ
l
ト
ピ
ル
エ
セ
ル
第
一
世
か
狩
猟
記
の
原
文
及
び
訳
文
（
完
）
」
（
『
パ
ビ
ロ
ン
』
四
号
）
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一
、
「
パ
ピ
ロ
ニ
ア
の
神
道
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
二
八
巻
八
号
、
大
正
一
一
年
八
月
）

一
、
「
酒
巻
君
の
新
著
の
後
り
へ
に
」
（
原
田
敬
吾
版
、
酒
巻
芳
男
著
『
歴
史
以
前
』
（
図
書
院
版
、
大
正
一
四
年
一
一
月
二
五
日
）

所
収
）

一
、
「
マ
ア
ン
イ
シ
ト
ス
王
の
方
尖
塔
に
関
す
る
研
究
」
（
出
版
社
、
出
版
年
月
不
詳
）

以
上
の
よ
う
な
原
田
の
研
究
は
世
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
原
田
は
、
原
嘉
道
博
士
、
長
島
鷲
太
郎
博
士
な
ど
か
ら
法
学
博
士

の
推
薦
を
う
け
た
が
、
こ
れ
を
固
辞
し
た
と
い
う
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
法
史
の
研
究
を
完
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
、
彼
の
学
問
的

良
心
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か

原
因
の
主
宰
し
た
パ
ピ
ロ
ン
学
会
か
ら
は
、
後
に
法
曹
界
、
学
会
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
人
材
が
き
ら
星
の
ご
と
く
輩
出
し
た
。

法
律
家
と
し
て
の
原
因
は
、
後
の
最
高
裁
判
所
長
官
の
三
淵
忠
彦
、
後
の
最
高
裁
判
所
判
事
の
小
林
俊
三
ら
の
後
継
者
を
得
、
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
史
家
と
し
て
の
原
田
は
、
今
日
、

わ
が
国
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
杉
勇
ら
の
後
継
者
を
得
た
。
こ

の
意
味
で
、
原
田
の
精
神
は
、
現
在
で
も
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
に
関
す
る
原
田
の
蔵
書
は
、
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
杉
氏
に
譲
ら
れ
、
そ
の
他
の
蔵
書
は
、
遺
族
の
意
志
に
よ

り
慶
慮
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。
杉
氏
の
下
に
は
、
現
在
も
原
田
の
蔵
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
た
と
さ

れ
る
も
の
の
所
在
は
い
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（

5
）
 

原
田
は
い
ま
、
港
区
芝
愛
宕
町
青
松
寺
に
、
両
親
と
と
も
に
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。

（1
）
原
田
の
死
亡
記
事
は
、
『
朝
日
新
聞
』
（
昭
和
一
一
年
一

O
月
二
八
日
付
）
、
『
三
田
評
論
』
四
七
二
号
（
昭
和
一
一
年
一
一
一
月
）
、
七
七
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
＠



（2
）
小
林
前
掲
書
二
七
八
ペ
ー
ジ
以
下

（3
）
原
田
慶
吉
『
模
形
文
字
法
の
研
究
』
（
清
水
弘
文
堂
書
一
房
、
昭
和
四
二
年
再
版
）
、
一
一
ペ
ー
ジ
に
、
「
筆
者
参
照
不
能
」
と
あ
り
、
筆
者
も
未
見
。

（4
）
小
林
前
掲
書
二
八

0
1三
ペ
ー
ジ

（5
）
青
松
寺
に
原
田
家
の
墓
碑
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
原
田
が
、
父
種
徳
が
死
亡
し
た
当
時
、
た
ま
た
ま
青
松
寺
の
顧
問
弁
護
士
を
し
て
い
た
関
係
で
、
そ
こ
を

原
田
家
の
墓
地
と
定
め
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
墓
碑
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

原
田
種
徳
秋
田
藩
土
祖
父
種
正
父
種
仁
従
四
位
勲
三
等
大
審
院
判
事
明
治
四
十
四
年
九
月
十
二
日
投

原
田
信
三
種
徳
二
男
大
正
十
四
年
一
月
十
日
没

原
田
恭
助
種
徳
四
男
昭
和
七
年
七
月
十
五
日
没

原
田
き
ぬ
敬
吾
妻
昭
和
十
年
五
月
二
十
七
日
没

原
田
ヨ
シ
種
徳
妻
昭
和
十
年
九
月
五
日
没

原
田
敬
吾
種
徳
長
男
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
七
日
没

（
以
下
省
略
）

弁護士原田敬吾とパビロン学会の設立

（
追
記
）
本
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鹿
隆
義
塾
大
学
法
学
部
名
誉
教
授
の
手
塚
豊
先
生
、
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
杉
勇
先
生
、
宝
心
女
子
大
学
名
誉
教
授

の
内
藤
智
秀
先
生
、
ご
遺
族
で
青
轡
社
代
表
の
原
田
泰
三
氏
、
そ
し
て
筆
者
の
ゼ
ミ
の
諸
君
に
ご
教
示
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。
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